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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
映
画
　
空
母
い
ぶ
き
よ
り
。
２
０
Ｘ
Ｘ
年
。
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
は
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争

が
再
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
静
を
保
っ
て
い
た
状
態
か
ら
一
転
。
緊
張
が
上
が
っ
て
い
た
。
日
本
政

府
は
以
前
か
ら
計
画
し
て
い
た
ペ
ガ
ソ
ス
計
画
。
自
衛
隊
初
の
空
母
建
造
と
い
う
新
た
な
区
切
り
を

迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
話
は
空
母
い
ぶ
き
が
建
造
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
。
秋
津
艦
長
や
新
波
副
長

を
初
め
と
し
た
、
空
母
い
ぶ
き
建
造
前
の
話
で
あ
る
。（
原
作
と
は
違
い
。
映
画
版
の
話
で
す
。）



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

序
章
　

1

─
─
─
─
─
─
─
─
─

ペ
ガ
ソ
ス
計
画
　

3

─
─

波
間
群
島
　
初
島
沖
　
衝
突
事
件
　

11

─
─
─
─
─

磯
子
〜
垂
水
内
閣
発
足
〜
　

19





序
章

　　
そ
う
遠
く
な
い
未
来
。
東
ア
ジ
ア
で
の
軍
拡
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
中
で
も
、
日
本
周
辺

国
で
の
軍
拡
競
争
は
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
。
日
本
の
領
海
や
領
空
へ
の
不
法
な
侵
犯
行
為
が
激
化

し
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
政
府
及
び
防
衛
省
内
部
で
は
　
い
ず
も
型
護
衛
艦
　
を
ベ
ー
ス
と
し
た

新
た
な
護
衛
艦
建
造
計
画
。
通
称
、
ペ
ガ
ソ
ス
計
画
が
極
秘
に
進
行
し
て
い
た
。

　
２
０
Ｘ
Ｘ
年
４
月
１
日
未
明

　
東
ア
ジ
ア
の
中
で
一
番
緊
張
が
高
ま
り
、
い
つ
軍
事
衝
突
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
で
あ
っ

た
。
韓
国
と
北
朝
鮮
の
軍
事
境
界
線
地
帯
。
通
称
３
８
度
線
に
て
北
朝
鮮
か
ら
逃
走
し
て
き
た
北
朝

鮮
兵
を
韓
国
軍
が
救
助
し
よ
う
と
し
た
際
。

　
　
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
!!!

　
突
如
、
北
朝
鮮
側
か
ら
発
砲
。
こ
れ
に
応
戦
し
韓
国
軍
が
機
関
砲
に
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
停
戦
状
態
だ
っ
た
韓
国
と
北
朝
鮮
両
国
は
再
び
戦
争
状
態
に
突
入
し
た
。
日
本
政
府
は

早
朝
、
緊
急
閣
僚
会
議
を
行
い
。
在
韓
邦
人
救
出
の
た
め
に
航
空
自
衛
隊
に
対
し
て
輸
送
機
に
よ
る
移

送
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
米
国
は
東
ア
ジ
ア
の
軍
拡
競
争
に
つ
い
て
深
く
関
わ
り
は
持
た
な
い
と
発

表
。
在
韓
米
国
人
と
在
韓
邦
人
を
共
同
で
救
出
し
、
在
韓
米
軍
の
即
時
撤
収
準
備
等
。
朝
鮮
半
島
有
事

1



に
関
わ
ら
な
い
姿
勢
を
見
せ
た
。
こ
れ
に
、
韓
国
大
統
領
は
米
国
に
対
し
激
怒
。「
同
盟
国
な
の
に
有

事
で
動
か
な
い
米
軍
は
た
だ
の
武
器
庫
だ
!
」
等
と
言
い
が
か
り
を
米
国
に
言
い
。
在
韓
米
軍
基
地
及

び
関
連
施
設
を
襲
撃
し
兵
器
強
奪
を
開
始
。
こ
れ
に
よ
り
、
在
韓
米
軍
に
多
数
の
被
害
者
が
出
た
こ
と

に
よ
り
。
米
国
は
韓
国
か
ら
完
全
撤
退
を
指
示
。
米
韓
友
好
条
約
の
破
棄
及
び
同
盟
国
宣
言
破
棄
を

宣
言
。
米
軍
は
韓
国
軍
に
対
し
戦
闘
を
行
い
な
が
ら
一
時
日
本
の
各
米
国
基
地
へ
撤
退
し
た
。

　
そ
の
後
朝
鮮
半
島
で
の
戦
闘
は
３
ヶ
月
ほ
ど
続
き
、
世
界
が
予
想
だ
に
し
な
い
形
で
終
戦
を
迎
え

た
。
日
頃
よ
り
不
満
が
溜
ま
っ
て
い
た
韓
国
軍
が
韓
国
政
府
に
対
し
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
。

か
た
や
、
北
朝
鮮
国
内
で
も
北
朝
鮮
陸
軍
と
空
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
行
う
と
い
う
。
戦
争
当
事
国
両
国

が
同
時
に
、
政
府
に
対
し
て
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
史
上
稀
に
見
な
い
形
で
終
結
し

た
。
朝
鮮
半
島
に
平
穏
が
訪
れ
た
か
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
が
問
題
だ
っ
た
。
北
朝
鮮
と
韓

国
が
事
実
上
の
崩
壊
と
な
り
。
両
国
の
国
民
が
合
同
で
新
た
な
独
立
国
家
、
東
亜
連
邦
を
樹
立
。
そ
の

形
態
は
旧
ソ
連
系
と
米
国
系
の
武
器
。
両
方
の
武
器
や
特
性
を
持
ち
、
過
激
な
軍
事
思
想
を
持
ち
、
日

本
海
か
ら
東
シ
ナ
海
…
。
遥
か
台
湾
の
沖
合
い
ま
で
軍
事
戦
力
を
拡
大
。
中
国
　
ロ
シ
ア
　
米
国
　

が
共
に
手
を
出
せ
な
い
国
と
な
り
。
日
本
に
と
っ
て
安
全
保
障
上
の
問
題
と
な
り
。
関
係
各
国
が
迂

闊
に
手
を
出
せ
な
い
危
険
な
軍
事
国
家
が
誕
生
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
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ペ
ガ
ソ
ス
計
画

　　
２
０
１
Ｘ
年
６
月
１
５
日
　
航
空
自
衛
隊
　
百
里
基
地

　
キ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
ン
ン
ン
ン

　
Ｆ
１
５
Ｊ
戦
闘
機
の
甲
高
い
エ
ン
ジ
ン
音
が
空
に
響
き
渡
る
。

　「
ふ
ぅ
…
。」

　
一
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
た
男
が
休
憩
室
の
椅
子
に
足
を
組
み
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

で
座
っ
て
い
る
。

　「
よ
う
秋
津
。
お
前
ま
た
演
習
で
教
官
機
落
と
し
た
ん
だ
っ
て
な
?
」

　
と
、
同
期
の
仲
間
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
。

　「
い
や
、
俺
は
何
も
し
て
な
い
さ
。
た
だ
、
訓
練
通
り
に
や
っ
た
だ
け
。」

　「
ま
た
、
秋
津
流
撃
墜
論
が
出
た
な
。」
と
、
同
じ
部
隊
の
仲
間
か
ら
称
え
る
声
が
出
た
。
す
る
と
。

　「
秋
津
竜
太
二
佐
。
至
急
、
司
令
官
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。」

　
と
、
放
送
が
流
れ
た
。
基
地
の
司
令
官
に
呼
び
出
さ
れ
る
な
ん
て
よ
ほ
ど
の
事
が
な
い
限
り
、
ま
ず

あ
り
得
な
い
。

　「
秋
津
竜
太
二
佐
。
た
だ
い
ま
参
り
ま
し
た
!
」
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と
、
司
令
官
室
の
前
で
名
前
を
言
う
。
す
る
と
、
珍
し
く
司
令
官
直
々
に
扉
を
開
け
て
秋
津
を
中
へ

入
れ
た
。

　「
ご
用
件
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
?
」

　
と
、
秋
津
が
尋
ね
る
。
司
令
官
は
。

　「
今
日
の
演
習
で
も
教
官
機
を
撃
墜
。
小
松
、
三
沢
で
連
続
撃
墜
数
を
大
幅
に
塗
り
替
え
。
こ
の
百

里
に
来
て
か
ら
、
こ
れ
で
教
官
機
連
続
撃
墜
通
算
１
０
０
回
か
。
そ
の
上
、
被
弾
経
験
は
戦
闘
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
数
ヶ
月
の
み
、
３
年
前
か
ら
一
切
被
弾
判
定
無
し
か
。
防
衛
省
の
連
中

が
君
を
欲
し
が
る
理
由
が
分
か
る
よ
。」

　「
は
?
」

　
秋
津
は
挙
動
不
審
な
基
地
司
令
官
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。

　「
秋
津
。
お
前
、
空
母
乗
っ
て
み
た
い
か
?
」

　「
…
空
母
。
…
で
す
か
?
」

　「
あ
あ
。
空
母
だ
。」

　
と
、
一
瞬
。
部
屋
の
中
が
静
か
に
な
っ
た
。

　「
空
母
で
す
か
…
。
し
か
し
、
我
が
日
本
は
空
母
は
無
い
は
ず
で
は
。」　

　「
今
、
垂
水
防
衛
大
臣
の
下
で
水
面
下
で
あ
る
が
。
自
衛
隊
初
の
空
母
の
建
造
計
画
が
進
ん
で
い

る
。」
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　「
空
母
と
な
る
と
。
運
用
は
海
自
と
空
自
の
共
同
に
な
り
ま
す
よ
ね
?
」

　「
さ
す
が
だ
。
秋
津
、
詳
し
い
説
明
を
し
な
く
と
も
大
丈
夫
そ
う
だ
な
。」

　
と
、
窓
の
外
を
眺
め
て
い
た
司
令
官
が
振
り
返
り
…
。

　「
秋
津
竜
太
二
等
空
佐
、
只
今
を
持
っ
て
防
衛
省
。
市
ヶ
谷
勤
務
を
命
ず
。」

　
６
月
２
０
日
０
８
３
０
　
防
衛
省

　
秋
津
は
百
里
基
地
か
ら
の
移
動
で
防
衛
省
　
市
ヶ
谷
勤
務
と
な
っ
た
。
だ
が
空
母
計
画
参
加
と
い

う
指
示
の
み
で
、
実
際
に
は
市
ヶ
谷
に
呼
ば
れ
た
だ
け
の
身
で
あ
り
。
何
が
起
こ
る
の
か
疑
問
に
思
っ

て
い
た
。
防
衛
省
の
ロ
ビ
ー
の
椅
子
に
座
り
待
機
し
て
い
る
と
。
海
自
の
制
服
を
着
た
人
物
が
近

寄
っ
て
き
た
。

　「
秋
津
?
お
前
、
秋
津
じ
ゃ
な
い
か
?
」

　
ふ
と
見
上
げ
る
と
。
防
大
同
期
の
新
波
俊
哉
　
が
立
っ
て
い
た
。

「
あ
れ
?
新
波
さ
ん
。
な
ぜ
こ
こ
に
?
」

「
相
変
わ
ら
ず
〇
〇
さ
ん
付
け
か
。
変
わ
ら
な
い
な
お
前
は
。
そ
れ
よ
り
お
前
こ
そ
何
故
こ
こ
に
?
」

　
と
、
話
し
か
け
て
き
た
。
話
を
聞
く
と
、
新
波
も
秋
津
と
同
じ
よ
う
に
呼
び
出
さ
れ
て
来
た
の
だ
。

　
新
波
歳
也
　
三
等
海
佐
　

　
彼
は
海
上
自
衛
隊
呉
基
地
に
て
、
護
衛
艦
　
あ
き
か
ぜ
　
の
航
海
長
を
し
て
い
た
。
護
衛
艦
　
あ
き

か
ぜ
　
は
戦
後
２
代
目
Ｄ
Ｄ
Ｈ
。
哨
戒
ヘ
リ
を
３
機
搭
載
で
き
る
大
型
の
ヘ
リ
搭
載
型
護
衛
艦
だ
。
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そ
ん
な
二
人
は
詳
細
を
ほ
ぼ
知
ら
さ
れ
ず
に
市
ヶ
谷
に
呼
び
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
防
衛
省
　
地
下
第
二
会
議
室

　
秋
津
達
が
会
議
室
入
る
と
統
合
幕
僚
長
を
始
め
と
し
て
、
航
空
自
衛
隊
と
海
上
自
衛
隊
の
幕
僚
長
。

な
ど
の
人
員
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　「
あ
な
た
方
を
市
ヶ
谷
に
呼
ん
だ
の
は
、
我
が
日
本
。
自
衛
隊
初
の
空
母
の
幹
部
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
。」

　
と
、
統
合
幕
僚
長
の
話
で
始
ま
っ
た
会
議
。
海
上
自
衛
隊
の
幕
僚
長
が
モ
ニ
タ
ー
に
３
Ｄ
モ
デ
ル

の
、
と
あ
る
護
衛
艦
の
図
を
表
示
し
た
。

　「
先
の
大
戦
で
旧
日
本
海
軍
が
作
り
上
げ
た
東
ア
ジ
ア
初
の
航
空
母
艦
　
鳳
翔
　
。
そ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
我
が
国
の
航
空
母
艦
の
歴
史
。
正
規
空
母
　
赤
城
　
加
賀
　
蒼
龍
　
飛
龍
　
翔
鶴
　
瑞
鶴
…
。

先
の
大
戦
で
は
数
多
く
の
大
型
空
母
を
日
本
は
作
り
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

状
況
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
　
…
。」

　「
…
東
亜
連
邦
軍
。」

　
と
、
統
合
幕
僚
長
の
言
葉
に
秋
津
が
反
応
し
た
。

　「
そ
う
だ
。
君
た
ち
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
…
。
丁
度
一
ヶ
月
前
に
操
業
中
の
中
国
国
籍
の
漁
船

が
、
東
亜
連
邦
の
艦
船
に
撃
沈
さ
せ
ら
れ
た
の
を
…
。」

　
　
４
月
２
８
日
　
上
海
の
北
東
　
２
５
０
㎞
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普
段
通
り
上
海
沖
で
操
業
し
て
い
た
中
国
の
は
え
縄
漁
船
３
隻
が
東
亜
連
邦
艦
船
か
ら
の
突
然
の

発
砲
に
よ
り
２
隻
が
撃
沈
。
１
隻
は
拿
捕
さ
れ
た
の
だ
。
中
国
政
府
は
抗
議
を
考
え
た
が
、
朝
鮮
半
島

北
部
は
石
炭
の
採
石
地
で
あ
り
。
今
後
の
交
流
面
も
考
え
抗
議
は
断
念
し
た
。
中
国
と
い
う
大
国
が

抗
議
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
味
を
し
め
た
東
亜
連
邦
は
台
湾
の
北
西
３
５
０
㎞
地
点
に
あ
る
。

か
つ
て
中
国
海
軍
が
軍
事
基
地
化
し
て
い
た
島
を
占
領
。
軍
事
基
地
は
使
わ
れ
て
無
か
っ
た
為
に

あ
っ
さ
り
と
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
東
シ
ナ
海
を
通
行
す
る
民
間
船
舶
へ
の
海

賊
行
為
が
行
わ
れ
始
め
、
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
が
海
賊
対
処
行
動
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　「
政
府
は
東
亜
連
邦
が
日
本
の
波
間
群
島
や
尖
閣
諸
島
…
。
そ
し
て
、
沖
縄
を
狙
っ
て
い
る
と
。」

「
そ
の
通
り
だ
。」

　
新
波
の
質
問
に
統
合
幕
僚
長
は
答
え
た
。

　「
そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ガ
ソ
ス
計
画
。
今
度
竣
工
す
る
　
航
空
機
搭
載
護
衛
艦
　
　
い
ぶ
き
　
の
改
良

点
を
見
つ
け
て
き
て
ほ
し
い
。
既
に
、
米
海
軍
に
手
配
は
取
っ
て
あ
る
。
来
週
か
ら
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ

る
リ
ム
パ
ッ
ク
総
合
演
習
で
君
た
ち
に
は
米
海
軍
の
空
母
　
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
　
に
て
演
習
の
視

察
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」

　
統
合
幕
僚
長
が
話
終
え
た
直
後
。
部
屋
に
米
海
軍
の
服
を
着
た
白
髪
の
初
老
の
男
性
が
入
っ
て
き

た
。

7



　「
改
め
て
紹
介
し
よ
う
。
こ
ち
ら
は
米
海
軍
の
ジ
ョ
ン
・
タ
ナ
カ
中
将
だ
。
今
は
米
海
軍
厚
木
基
地

所
属
で
後
任
の
米
海
軍
幹
部
生
育
成
を
行
っ
て
い
る
が
。
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
　
の
初
代
艦

長
で
、
な
お
か
つ
日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
初
め
て
の
米
海
軍
空
母
の
艦
長
を
勤
め
た
方
だ
。
今
回
、
米
国

か
ら
同
盟
国
と
し
て
日
本
の
空
母
建
造
に
携
わ
っ
て
い
る
。」

「
初
め
ま
し
て
。
Ｍ
ｒ
．
秋
津
。
Ｍ
ｒ
．
新
波
。
米
海
軍
の
空
母
の
案
内
は
私
が
行
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
と
、
秋
津
と
新
波
に
熱
い
握
手
を
し
た
。
一
通
り
の
説
明
が
終
わ
り
、
最
後
に
統
合
幕
僚
長
が
秋
津

と
新
波
に
任
命
書
を
手
渡
し
た
。
そ
こ
に
は

　﹇
日
本
国
自
衛
隊
　
空
母
建
造
　
ペ
ガ
ソ
ス
計
画
に
伴
う
　
米
海
軍
で
の
研
修
及
び
調
査
を
命
ず
。

　
防
衛
大
臣
　
垂
水
慶
一
郎
﹈
と
。

　
７
月
１
０
日
　

　
　
キ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
ン
ン
ン
ン

　
米
海
軍
の
空
母
　
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
　
か
ら
Ｆ
３
５
Ｂ
戦
闘
機
が
勢
い
よ
く
離
陸
し
て
い
く
。

　
こ
こ
は
、
米
国
ハ
ワ
イ
島
の
沖
合
い
。
日
米
間
合
同
の
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。
秋
津
と
新
波

は
自
衛
隊
の
護
衛
艦
で
は
な
く
。
米
海
軍
の
空
母
に
乗
っ
て
い
る
。

　「
さ
す
が
米
軍
だ
…
。」

　
空
母
の
運
用
を
生
で
見
た
新
波
に
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
ま
も
な
く
完
成
す
る
　
空
母
　
い
ぶ

8  ペガソス計画



き
　
と
違
い
機
関
が
原
子
力
で
あ
る
こ
と
は
違
う
が
。
風
や
波
、
そ
し
て
潮
の
流
れ
を
計
算
し
最
適
な

コ
ー
ス
に
な
る
よ
う
操
艦
す
る
熟
練
の
乗
組
員
。
そ
し
て
、
航
空
管
制
と
Ｃ
Ｉ
Ｃ
か
ら
入
る
敵
の
動

き
。
そ
し
て
、
甲
板
上
で
の
誘
導
員
達
の
無
駄
の
無
い
動
き
等
。
今
ま
で
の
　
海
上
自
衛
隊
が
持
っ
て

い
る
　
い
ず
も
型
　
ひ
ゅ
う
が
型
　
と
は
訳
が
違
う
と
言
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
一

方
の
秋
津
は
、
海
上
自
衛
隊
で
研
修
を
受
け
た
と
は
い
え
。
初
め
て
の
海
上
で
の
大
規
模
演
習
。
し
か

も
空
母
の
離
着
艦
を
見
て
何
や
ら
掴
ん
だ
か
の
様
子
で
、
子
供
が
新
し
い
事
に
目
を
輝
か
せ
る
よ
う
な

瞳
で
米
軍
の
演
習
を
見
て
い
た
。
　

　
空
母
　
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
　
格
納
庫

「
ど
う
で
す
か
?
何
か
掴
め
ま
し
た
か
?
」
と
、
格
納
庫
内
に
駐
機
し
て
る
Ｆ
３
５
Ｂ
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

で
瞑
想
し
て
る
秋
津
に
タ
ナ
カ
中
将
が
尋
ね
る
。

　「
え
え
。
お
か
げ
さ
ま
で
。」

　
と
、
何
か
を
悟
っ
た
顔
を
し
な
が
ら
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
降
り
て
く
る
。

　「
あ
な
た
は
変
わ
っ
た
人
だ
。」

　
と
、
タ
ナ
カ
中
将
が
話
す
。

　「
私
は
も
と
も
と
、
米
空
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
し
た
。
湾
岸
戦
争
の
時
の
前
線
で
沢
山
の
地
上
の
敵

を
殺
し
た
。
仲
間
も
多
く
無
く
し
た
。
そ
の
あ
と
は
本
土
に
戻
り
、
後
輩
達
の
指
導
を
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
空
母
の
艦
長
に
な
っ
た
。」
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と
、
最
新
鋭
の
Ｆ
３
５
Ｂ
の
機
体
を
触
り
な
が
ら
話
す
。

　「
戦
闘
機
乗
り
は
死
ぬ
と
き
は
い
つ
も
一
人
だ
。
私
は
運
が
良
か
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
日
系
ア

メ
リ
カ
人
で
初
め
て
の
空
母
の
艦
長
に
な
っ
た
と
は
い
え
。
戦
闘
機
を
見
る
と
い
つ
も
不
思
議
な
感

覚
に
包
ま
れ
る
。」

　「
そ
の
感
覚
と
は
…
?
」

　
と
、
秋
津
が
尋
ね
る
。

　「
私
の
父
は
、
大
戦
中
に
日
本
の
零
戦
の
調
査
を
し
て
て
ね
。
な
ぜ
、
あ
そ
こ
ま
で
出
力
が
高
い
に
も

関
わ
ら
ず
。
軽
量
で
性
能
の
い
い
戦
闘
機
が
出
来
て
る
か
不
思
議
だ
っ
た
。
で
も
、
父
は
怒
っ
て
い

た
。
大
戦
末
期
、
カ
ミ
カ
ゼ
と
い
う
体
当
た
り
を
あ
の
機
体
で
や
っ
た
こ
と
を
ね
。」

　
秋
津
は
思
っ
た
。
タ
ナ
カ
中
将
が
一
番
に
教
え
た
い
こ
と
。
そ
れ
は

　﹇
戦
闘
機
乗
り
は
常
に
一
人
だ
が
、
必
ず
帰
る
べ
き
場
所
が
あ
る
。
決
し
て
、
自
分
の
命
を
犠
牲
に
し

な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
生
き
て
帰
る
こ
と
だ
と
。﹈
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波
間
群
島
　
初
島
沖
　
衝
突
事
件

　　
こ
こ
は
　
沖
縄
県
宮
古
島
南
東
１
７
０
㎞
に
あ
る
波
間
群
島
の
中
心
　
初
島
　
。
周
辺
で
は
過
去

に
船
舶
の
遭
難
事
故
が
あ
っ
た
影
響
で
国
際
法
に
基
づ
き
船
舶
の
緊
急
避
難
施
設
と
緊
急
ヘ
リ
ポ
ー

ト
。
灯
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　﹇
海
上
保
安
庁
　
初
島
灯
台
﹈

　
と
、
掲
げ
ら
れ
た
建
物
に
は
常
時
８
名
の
海
上
保
安
庁
の
隊
員
達
が
１
週
間
ご
と
に
交
代
で
勤
務
し

て
い
る
。
事
件
は
秋
津
達
が
米
海
軍
で
の
演
習
に
参
加
し
て
い
た
頃
に
遡
る
。

　
７
月
１
３
日
　
０
６
３
０
　
天
候
　
晴
　
西
風

　
こ
の
日
も
海
保
隊
員
達
は
初
島
周
辺
で
の
海
上
交
通
の
安
全
確
保
や
領
海
侵
犯
す
る
不
審
な
船
舶

が
な
い
か
監
視
し
て
い
た
。

　
ビ
ー
!
ビ
ー
!
ビ
ー
!

　
東
の
空
が
明
る
く
な
り
日
の
出
を
迎
え
、
食
堂
か
ら
お
米
の
炊
け
る
香
り
が
管
制
室
に
も
漂
う
な
か

で
。
衛
星
回
線
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

　「
ー
こ
ち
ら
那
覇
第
十
一
。
初
島
北
西
９
０
㎞
に
不
審
船
発
見
と
の
民
間
船
舶
よ
り
報
告
あ
り
。
船

種
は
中
型
船
舶
。
確
認
を
求
め
ま
す
。」
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と
、
那
覇
の
第
十
一
管
区
本
部
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。
そ
し
て
、
那
覇
港
か
ら
　
巡
視
艇
り
ゅ
う

き
ゅ
う
　
と
　
巡
視
艇
　
く
だ
か
　
が
現
場
海
域
へ
急
行
し
た
。
ま
た
、
近
く
で
警
戒
任
務
に
当
た
っ

て
い
た
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
　
あ
き
づ
き
　
と
　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
も
現
場
に
進
路
を
向
け
た
。

　
０
９
４
５
　
初
島
　
北
西
　
８
０
㎞

　
先
行
し
て
向
か
っ
て
い
た
海
上
保
安
庁
の
巡
視
艇
　
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
と
巡
視
艇
　
く
だ
か
　
は

不
審
船
を
発
見
。
追
跡
に
入
っ
た
。
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
と
共
に
日
本
語
　
英
語
　
韓
国
語
　

中
国
語
　
で
停
船
命
令
を
出
し
な
が
ら
追
跡
す
る
。
後
ろ
か
ら
は
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
あ
し
た
か

　
と
　
護
衛
艦
あ
き
づ
き
　
が
距
離
を
保
ち
つ
つ
追
跡
す
る
。

　
１
０
３
０
　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
艦
橋

　「
艦
長
、
目
標
は
一
隻
で
す
が
…
。
中
国
か
東
亜
の
船
舶
と
見
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
?
」

　
と
、
副
長
が
艦
長
に
声
を
か
け
る
。

　「
ま
だ
、
ど
こ
の
船
か
分
か
ら
ん
か
ら
。
様
子
見
だ
ろ
う
け
ど
…
。
こ
の
辺
り
で
海
賊
行
為
を
し
て

る
東
亜
の
連
中
か
も
知
れ
ん
な
ぁ
…
。」

　
と
、
艦
長
席
に
座
っ
て
い
る
男
。
彼
は
護
衛
艦
　
あ
し
た
か
　
艦
長
　
涌
井
継
治
一
等
海
佐
だ
。
護

衛
艦
あ
し
た
か
は
米
国
の
技
術
に
日
本
で
の
運
用
力
を
備
え
た
第
二
世
代
の
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
だ
。

対
地
攻
撃
能
力
を
持
っ
た
護
衛
艦
は
こ
の
　
あ
し
た
か
　
が
初
め
て
で
あ
る
。

　
１
１
０
５
　
遂
に
海
上
保
安
庁
の
巡
視
艇
　
二
隻
が
不
審
船
の
強
制
停
船
を
試
み
、
不
審
船
を
左
右
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か
ら
挟
も
う
と
し
た
。
そ
の
時
で
あ
っ
た
。

　「
い
か
ん
!
不
審
船
か
ら
離
れ
ろ
!!!
」

　
巡
視
艇
く
だ
か
　
の
艦
長
が
叫
ん
だ
。
不
審
船
か
ら
火
炎
瓶
が
投
げ
ら
れ
た
の
だ
。
　
数
本
の
火

炎
瓶
が
投
げ
ら
れ
そ
の
う
ち
の
２
本
が
前
甲
板
に
当
た
り
黒
煙
を
上
げ
る
。
そ
の
上
、
不
審
船
が
体
当

た
り
し
て
き
た
の
だ
。

「
ん
?
…
艦
長
!
海
保
の
巡
視
艇
か
ら
煙
が
!!!
」

　
と
、
あ
し
た
か
　
の
見
張
員
が
叫
ん
だ
。
涌
井
は
慌
て
て
双
眼
鏡
で
見
る
と
、
確
か
に
海
保
巡
視
艇

一
隻
か
ら
黒
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ
し
て
、
巡
視
艇
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
か
ら
不
審
船
の

前
方
へ
向
け
て
警
告
射
撃
が
行
わ
れ
水
柱
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
　（
こ
れ
は
、
我
々
の
出
番
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
…
。）

　
と
、
考
え
た
時
。
事
態
は
更
に
悪
化
の
一
歩
を
進
め
た
。
不
審
船
が
向
か
っ
て
い
る
方
向
。
１
５
０

㎞
先
に
東
亜
連
邦
の
空
母
が
居
る
こ
と
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
航
空
自
衛
隊
の
哨
戒
機
の
連
絡
に
よ
り

判
明
し
た
の
だ
。

　「
こ
れ
は
…
。
良
く
な
い
状
況
だ
な
。
東
亜
の
空
母
が
近
く
に
来
て
る
と
は
。
海
保
の
巡
視
艇
に
無

線
を
繋
い
で
く
れ
。」

　
涌
井
は
指
揮
を
執
っ
て
い
る
海
保
の
巡
視
艇
　
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
に
連
絡
を
入
れ
た
。

　「
あ
と
１
０
分
…
。」
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東
亜
連
邦
の
空
母
が
居
る
と
い
う
こ
と
は
…
。
不
審
船
を
捕
ま
え
れ
ば
必
ず
戦
闘
機
を
上
げ
る
は

ず
。
こ
こ
で
の
戦
闘
は
何
と
し
て
も
避
け
ね
ば
。
涌
井
は
こ
う
思
っ
た
。
東
亜
連
邦
の
軍
が
出
て
来

た
場
合
。
我
々
だ
け
で
判
断
で
き
な
く
な
る
と
。

　
海
保
巡
視
艇
　
り
ゅ
う
き
ゅ
う
は
不
審
船
の
左
前
方
へ
回
り
込
み
不
審
船
の
進
路
を
変
え
る
コ
ー

ス
に
出
た
。
そ
の
時
だ
っ
た
。

　
ガ
ァ
ァ
ア
ア
ア
ン
ン
ン
ン
ン

!!!!!

　
大
き
な
音
が
東
シ
ナ
海
に
響
き
渡
っ
た
。
直
進
し
よ
う
と
し
た
不
審
船
が
回
り
込
ん
で
き
た
巡
視

艇
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
の
右
艦
首
付
近
に
激
突
し
た
の
だ
。
不
審
船
よ
り
大
き
い
巡
視
艇
り
ゅ
う
き
ゅ

う
　
だ
が
艦
首
先
端
付
近
が
折
れ
曲
が
っ
た
。
一
方
の
不
審
船
は
艦
首
の
一
部
が
吹
き
飛
び
、
エ
ン
ジ

ン
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
か
速
力
が
下
が
っ
た
。

　「
さ
す
が
海
保
だ
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
つ
つ
も
不
審
船
を
沈
め
ず
に
向
き
を
変
え
た
!
」

　
巡
視
艇
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
の
体
当
た
り
に
よ
り
、
不
審
船
は
進
路
を
南
西
へ
向
け
た
。
し
か
し
。

　「
艦
長
!
　
東
亜
の
空
母
か
ら
何
か
出
ま
し
た
!!!
」

　「
な
ん
だ
と
!?
」

　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
に
緊
張
が
走
る
!
東
亜
連
邦
の
空
母
か
ら
何
か
し
ら
の
飛
行
物
体
が
出
た
の

だ
。

　「
通
信
員
!
巡
視
艇
に
連
絡
を
!
」
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　「
ハ
ッ
!
」

　
涌
井
は
海
保
巡
視
艇
に
緊
急
連
絡
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
航
空
自
衛
隊
の
哨
戒
機
に
よ
り
接
近
し
て

い
る
の
は
東
亜
連
邦
の
戦
闘
機
だ
と
判
明
し
た
。

　
１
１
２
０
　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
艦
橋

　「
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
!
目
標
、
東
亜
連
邦
の
戦
闘
機
は
当
海
域
到
達
ま
で
あ
と
１
０
分
!
」

　
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
か
ら
情
報
が
入
る
。

　「
艦
長
。
迎
撃
準
備
を
!
」

　
と
、
副
長
が
話
す
。
だ
が
、
涌
井
は
…
。

　「
副
長
。
そ
の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
、
直
ち
に
戦
争
状
態
に
な
る
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
き
て
る
の
は

１
機
の
み
だ
。」

　
空
自
哨
戒
機
及
び
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
の
レ
ー
ダ
ー
に
は
１
つ
の
機
影
し
か
映
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
目
の
前
で
は
甲
板
で
の
消
火
活
動
を
終
え
た
海
保
巡
視
艇
　
く
だ
か
　
と
巡
視
艇
り
ゅ
う

き
ゅ
う
　
が
も
う
一
度
挟
み
込
み
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
。

　
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

　
不
審
船
か
ら
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
の
も
の
と
見
ら
れ
る
発
砲
が
確
認
さ
れ
完
全
に
検
挙
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

　「
艦
長
!
　
ま
も
な
く
敵
機
。
視
認
距
離
に
入
り
ま
す
。」
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キ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
ン
ン
ン
ン

　
甲
高
い
音
を
上
げ
東
亜
連
邦
の
戦
闘
機
　
Ｍ
Ｇ
─
３
５
が
接
近
し
て
き
た
。
涌
井
は
直
ち
に
海
保

巡
視
艇
に
対
し
、
不
審
船
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
キ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
ン
ン
ン
ン

　
護
衛
艦
あ
き
づ
き
の
す
ぐ
真
横
を
低
空
で
通
過
し
た
東
亜
連
邦
の
Ｍ
Ｇ
─
３
５
。
海
保
巡
視
艇
の

上
空
を
、
ま
る
で
巡
視
艇
を
追
い
払
う
か
の
よ
う
に
旋
回
す
る
。
海
保
の
巡
視
艇
二
隻
は
最
大
出
力
で

不
審
船
か
ら
離
れ
た
。
そ
し
て
…
。

　「
艦
長
!
敵
機
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
き
ま
す

!!!!!
」

　
Ｍ
Ｇ
─
３
５
は
　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
に
向
け
て
飛
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
撃
っ
た
ら
戦
争
に
な
る
。

誰
も
撃
つ
は
ず
は
無
い
だ
ろ
う
。
涌
井
を
は
じ
め
と
す
る
　
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
の
乗
組
員
は
そ
う

思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
現
実
は
違
っ
た
。

　「
敵
機
ミ
サ
イ
ル
発
射
!
本
艦
到
達
ま
で
１
５
秒

!!!!!
」

　（
撃
ち
や
が
っ
た

!!!!!
）

　「
レ
ー
ダ
ー
照
射
は
!?
」

　「
あ
り
ま
せ
ん
!!!
」

　「
こ
い
つ
は
当
た
ら
ん
!!!
威
嚇
だ

!!!!!
」

　
涌
井
が
叫
ん
だ
直
後
。
護
衛
艦
あ
し
た
か
　
の
前
方
に
ミ
サ
イ
ル
は
着
弾
。
爆
発
し
た
。
大
量
の

16  波間群島　初島沖　衝突事件



水
し
ぶ
き
を
浴
び
る
護
衛
艦
あ
し
た
か
。

　
艦
内
は
一
瞬
死
を
覚
悟
し
た
か
の
よ
う
に
静
寂
に
包
ま
れ
た
。

　「
…
次
は
な
い
ぞ
。
か
…
。」

　
東
亜
連
邦
の
Ｍ
Ｇ
─
３
５
は
海
保
巡
視
艇
二
隻
に
対
し
て
は
前
方
に
機
関
砲
に
よ
る
警
告
射
撃
を

実
施
。

　「
く
そ
っ
!
こ
こ
は
お
前
ら
の
海
じ
ゃ
ね
ぇ
!!!
日
本
の
海
だ
!
」

　
巡
視
艇
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
の
艦
長
は
叫
ん
だ

!!!!!

　
１
１
４
５
　
内
閣
府
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
　
官
邸
連
絡
室

　「
護
衛
艦
と
海
保
の
巡
視
艇
が
威
嚇
射
撃
を
受
け
た
!?
」

「
総
理
!
こ
こ
は
出
る
べ
き
で
す
!
自
衛
隊
の
出
動
を
!
…
総
理
!
」

　「
い
や
、
海
保
と
海
自
に
は
撤
退
を
指
示
し
ま
す
。」

　
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
一
回
り
大
き
な
椅
子
に
座
る
男
性
が
声
を
出
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
　
長

峰
　
行
夫
　
だ
。

　「
し
か
し
総
理
!
そ
れ
で
は
我
々
が
威
嚇
だ
け
で
引
い
た
と
世
界
の
恥
さ
ら
し
に
!
」

　
内
閣
の
国
会
議
員
が
声
を
荒
あ
げ
る
。

「
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
戦
争
に
な
っ
た
ら
…
。
日
本
は
取
り
返
し
の
付
か
な
い
被
害
を
受
け
る
だ
ろ

う
。」
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「
…
!!!
」

　
１
２
３
０
　
日
本
政
府
は
海
自
と
海
保
に
対
し
て
撤
退
を
指
示
。
巡
視
艇
り
ゅ
う
き
ゅ
う
　
は
救

命
イ
カ
ダ
に
緊
急
用
の
食
料
と
水
を
搭
載
し
て
投
下
。
海
上
自
衛
隊
の
保
護
の
下
で
当
海
域
を
離
脱

し
た
。

　
そ
の
日
の
夕
方
。
日
本
政
府
は
緊
急
の
記
者
会
見
を
実
施
。
国
籍
不
明
の
不
審
船
追
跡
事
案
及
び

東
亜
連
邦
航
空
機
か
ら
の
威
嚇
射
撃
に
対
し
て
発
表
。
そ
の
日
の
夜
の
東
京
は
普
段
通
り
の
輝
き
を

見
せ
な
が
ら
も
…
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
は
備
蓄
食
品
が
無
く
な
る
と
い
う
。
異
例
の
事
態

が
発
生
し
た
。
ま
る
で
何
か
に
怯
え
る
か
の
よ
う
に
…
。
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磯
子
〜
垂
水
内
閣
発
足
〜

　　「
久
々
の
日
本
か
。」

　
７
月
２
５
日
　
真
夏
の
強
い
日
差
し
の
中
。
ハ
ワ
イ
沖
で
演
習
を
行
っ
て
い
た
艦
隊
が
こ
こ
神
奈

川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
。
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
に
戻
っ
て
き
た
。
護
衛
艦
　
い
ず
も
　

か
ら
秋
津
と
新
波
が
荷
物
を
持
ち
制
服
姿
で
降
り
て
く
る
。
　

　
横
須
賀
地
方
総
監
部
　
司
令
室

「
失
礼
し
ま
す
。」

　
二
人
は
横
須
賀
の
基
地
司
令
に
挨
拶
に
伺
っ
た
。
す
る
と
、
近
く
の
磯
子
で
建
造
中
の
護
衛
艦
の
視

察
を
指
示
さ
れ
。
基
地
の
車
で
磯
子
の
造
船
所
へ
向
か
っ
た
。

　
磯
子
区
　
造
船
所

　「
こ
れ
が
…
。」

　
新
波
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
い
ず
も
型
の
よ
う
な
大
き
な
船
体
に
側
面
の
２
つ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
。
そ
し
て
、
初
め
て
採
用
さ
れ
た
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
方
式
の
甲
板
。

　
今
ま
で
の
護
衛
艦
と
は
違
う
。
世
界
を
変
え
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
気
配
を
感
じ
た
。
ド
ッ
ク
の
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周
り
を
ぐ
る
っ
と
巡
る
よ
う
に
目
隠
し
が
施
さ
れ
る
姿
は
、
か
つ
て
の
戦
艦
大
和
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。

　「
あ
ぁ
、
こ
ち
ら
で
し
た
か
。」

　
と
、
初
老
の
男
性
が
声
を
か
け
て
き
た
。

　「
は
じ
め
ま
し
て
。
工
場
長
の
永
山
で
す
。
い
や
ぁ
、
う
ち
の
ド
ッ
ク
で
空
母
を
作
る
こ
と
に
な
る

な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。」

　
と
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
き
た
。
す
る
と
、
秋
津
が
。

　「
工
場
長
、
進
水
式
の
予
定
は
?
」

　「
は
い
。
今
の
予
定
で
は
今
年
の
１
０
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
。」

　
と
、
メ
モ
を
見
な
が
ら
工
場
長
が
話
す
が
…
。

　「
一
ヶ
月
…
。
い
や
、
半
月
で
も
早
め
て
く
れ
な
い
か
?
」

　
秋
津
が
あ
る
一
言
を
発
し
た
。

　「
一
ヶ
月
…
で
す
か
。」

　
唖
然
と
す
る
工
場
長
。

　「
あ
な
た
も
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
先
日
、
波
間
群
島
で
東
亜
の
空
母
機
動
部
隊
と
。
我
が
海
上
自

衛
隊
が
一
触
即
発
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
を
…
。」

　
先
日
の
波
間
群
島
で
の
武
力
衝
突
寸
前
の
事
件
は
、
日
本
の
国
防
に
対
し
て
の
不
安
の
声
が
上
が
る

だ
け
で
な
く
。
周
辺
海
域
を
航
行
す
る
日
本
や
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
民
間
船
を
管
理
す
る
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船
舶
運
営
団
体
か
ら
の
非
難
の
声
。
そ
し
て
、
経
済
面
か
ら
政
府
へ
の
不
信
感
も
あ
っ
て
。
日
本
円
か

ら
安
定
し
て
い
る
ド
ル
へ
の
売
り
注
文
が
相
次
ぎ
。
日
本
の
国
債
価
格
は
戦
後
最
悪
の
数
値
ま
で

陥
っ
た
。
ま
た
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
ネ
ッ
ト
上
に
は
。
日
本
と
東
亜
連
邦
の
武
力
衝

突
の
危
機
を
感
じ
さ
せ
る
投
稿
が
相
次
ぎ
。
身
柄
引
き
渡
し
と
現
場
海
域
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
日

本
政
府
に
対
し
て
、
弱
腰
姿
勢
で
あ
る
と
台
湾
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
不
安
視

す
る
声
明
が
相
次
い
だ
。
そ
し
て
、
建
造
中
の
護
衛
艦
　
い
ぶ
き
　
の
視
察
を
終
え
た
秋
津
達
は
市
ヶ

谷
へ
向
か
っ
た
。

　
７
月
３
０
日
　
内
閣
総
理
大
臣
　
長
峰
　
行
夫
　
は
今
回
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
責
任
を
取
り
。

長
峰
内
閣
は
総
辞
職
及
び
衆
参
両
院
解
散
総
選
挙
を
決
定
。
そ
し
て
残
暑
厳
し
い
９
月
１
８
日
。
新

た
に
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
長
峰
内
閣
で
防
衛
大
臣
を
勤
め
た
　
垂
水
　
慶
一
郎
　
で

あ
っ
た
。

　
首
相
官
邸
　
総
理
大
臣
執
務
室

　「
垂
水
、
い
よ
い
よ
総
理
の
座
を
取
っ
た
な
。」

　
と
、
小
太
り
の
男
が
話
し
て
く
る
。
ア
ジ
ア
大
洋
事
務
次
官
の
沢
崎
　
勇
作
だ
。
こ
の
二
人
、
実
は

大
学
の
先
輩
後
輩
で
。
垂
水
は
山
口
県
議
会
出
身
。
一
方
の
沢
崎
は
外
務
省
幹
部
組
と
い
う
経
験
が

あ
る
。

　「
な
ぁ
、
沢
崎
。
こ
の
東
京
の
明
か
り
、
き
れ
い
だ
と
思
わ
な
い
か
?
」

21



　
と
、
窓
の
外
を
見
つ
め
な
が
ら
垂
水
が
呟
く
。

　「
あ
あ
。
東
京
は
き
れ
い
だ
な
ぁ
。」

　
と
、
沢
崎
が
話
す
。
だ
が
、
垂
水
か
ら
の
返
事
は
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。

　「
こ
の
数
百
万
の
明
か
り
の
下
で
、
一
つ
一
つ
国
民
の
生
活
が
あ
り
。
皆
、
生
き
て
い
る
。
内
閣
総
理

大
臣
兼
…
。
自
衛
隊
最
高
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
国
を
護
り
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
?
」
と
、
垂

水
は
話
す
。

　「
何
を
言
い
出
す
と
思
え
ば
…
。
我
が
国
初
の
自
衛
隊
空
母
建
造
計
画
の
最
高
責
任
者
は
あ
ん
た

じ
ゃ
な
い
か
。」

　「
ま
ぁ
な
。
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
開
け
て
は
い
け
ぬ
。
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
。」

　
と
、
両
手
を
微
か
に
震
わ
せ
な
が
ら
垂
水
が
話
す
。

　「
…
あ
ん
た
が
、
始
め
た
空
母
建
造
計
画
を
今
さ
ら
白
紙
に
す
る
の
か
?
　
そ
れ
と
も
、
こ
の
前
の
波

間
の
事
か
。」

　
と
、
沢
崎
は
椅
子
に
座
り
つ
つ
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
す
。
す
る
と
、
垂
水
は
振
り
返
り
。

　「
沢
崎
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
言
う
か
。
確
か
に
、
こ
の
前
の
事
件
は
引
っ
掛
か
っ
て
る
。
も
し
か
し
た
ら

近
く
、
東
亜
の
連
中
と
軍
事
衝
突
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
前
は
、
外
務
省
勤
務
で
ア
ジ
ア
の
状

況
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
俺
か
ら
頼
み
た
い
。
東
亜
連
邦
の
事
を
調
べ
て
ほ
し
い
。」

　
と
、
垂
水
は
深
く
頭
を
下
げ
た
。
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　「
そ
ん
な
こ
と
、
言
わ
れ
な
く
て
も
と
っ
く
に
や
っ
て
ま
す
よ
。
垂
水
さ
ん
。
頭
を
上
げ
て
く
だ
さ

い
。」

　
沢
崎
は
垂
水
を
励
ま
す
。

　「
す
ま
ん
な
。
つ
い
、
気
が
動
転
し
て
。
俺
も
強
く
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
。
こ
の
国
の
代
表

で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
。
そ
し
て
、
こ
の
国
を
護
る
陸
海
空
全
自
衛
隊
の
最
高
責
任
者
と
し
て

…
。」

　
垂
水
は
部
屋
に
飾
っ
て
あ
る
日
本
の
国
旗
。
日
の
丸
を
見
て
決
意
し
た
。
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